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　藤田保育所では2月3日、豆まきが行わ

れました。所長先生のお話や紙芝居で「ど

うして豆をまくの？」を学んだ後、半田山

方面（！）からやってきた鬼が登場、あまり

の迫力に小さい園児には恐怖のあまり泣

き出す子も…。しかし、無事に鬼をやっつ

けました。 
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－ 2－（広報くにみ2月号）

　

新
年
度
予
算
策
定
を
前
に
１
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、

１１

２０

町
内
５
地
区
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
２
５
０
名
あ
ま
り
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
、

各
地
区
内
の
道
路
や
施
設
の
整
備
の
要
望
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
意
見
・
提
言
、
町
村
合
併
に
対
す
る
町
の
考
え
方

な
ど
、
様
々
な
方
向
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で　

、　

月
に
行

１１

１２

わ
れ
て
い
た
町
政
懇
談
会
は
、

今
年
度
は
町
長
選
挙
な
ど
に
よ

り
、
名
称
を
「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
と
し
て
１
月
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
地
区
懇
談
会
で
は
佐
藤
町

長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
町
村

合
併
に
つ
い
て
は
、
当
面
合
併

し
な
い
で
自
立
の
道
を
歩
む
こ

と
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
そ
の

理
由
を
説
明
、「
身
の
丈
に
合

わ
せ
た
町
政
運
営
と
と
も
に
、

安
心
し
て
住
め
る
方
策
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
『
義
経
』
の
放
映
を
き
っ
か

け
に
、
阿
津
賀
志
山
な
ど
町
の

資
源
を
生
か
し
て
、
活
力
あ
る

国
見
町
を
創
る
仕
組
み
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
地
元
町
内

会
総
意
の
道
水
路
改
良
や
防
犯

灯
な
ど
、
生
活
基
盤
関
連
の
要

望
や
、
社
会
教
育
分
野
の
意
見

な
ど
広
範
囲
に
及
び
、
合
併
に

つ
い
て
の
質
問
・
意
見
を
含
め
、

大
勢
の
方
々
か
ら
発
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�
農
村
だ
け
で
生
き
て
い
く
と

い
う
発
想
は
変
え
る
べ
き
で
、

農
村
と
都
会
の
交
流
を
進
め

な
い
と
だ
め
だ
。
国
見
町
は

地
理
的
環
境
を
生
か
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
阿
津

賀
志
山
の
観
光
と
し
て
の
整

備
で
あ
る
。

　
　

行
政
に
お
願
い
し
た
い
が
、

役
所
の
人
間
は
自
ら
発
想
し
、

国
見
町
か
ら
の
情
報
発
信
を

進
め
て
ほ
し
い
。
と
と
も
に
、

外
か
ら
中
を
見
る
視
点
を
持

っ
て
物
事
の
発
想
を
変
え
て

ほ
し
い
。

　
　

議
員
の
方
に
お
願
い
し
た

い
が
、
町
民
よ
り
一
歩
先
を

見
て
物
事
を
進
め
て
欲
し
い
。

（
大
木
戸
地
区
、
男
性
）

�
今
後
は
国
見
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

店
舗
も
誘
致
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
道
の
駅
構
想
も

進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

（
森
江
野
地
区
、
男
性
）

�
国
見
は
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
、

皆
さ
ん
か
ら
の
 



－ 3－（広報くにみ2月号）

果
物
の
産
地
で
も
あ
る
。
国

見
町
の
特
色
あ
る
産
地
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
。（

大
枝
地
区
、
男
性
）

�
私
た
ち
の
町
は
私
た
ち
で
つ

く
る
と
し
な
け
れ
ば
、
町
は

活
性
化
し
な
い
。
こ
れ
は
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
な
の
だ
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

町
民
の
意
見
を
聞
く
懇
談
会

に
し
て
ほ
し
い
。
道
路
を
造

る
と
か
直
す
と
い
う
こ
と
な

ど
、
住
ん
で
い
る
回
り
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
班
長
経
由

で
町
内
会
長
が
議
会
議
員
に

話
し
た
り
、
町
内
会
長
連
絡

協
議
会
等
の
会
議
に
お
い
て

協
議
し
て
進
め
る
こ
と
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。

（
藤
田
地
区　

男
性
）

�
二
本
松
市
で
は
市
長
と
の
対

話
室
を
設
け
た
そ
う
だ
が
、

国
見
町
で
も
、
も
っ
と
気
軽

に
町
長
と
話
し
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
お
願
い
し
た
い
。

（
藤
田
地
区　

男
性
）

Ｈ 20Ｈ 19Ｈ 18Ｈ 17Ｈ 16項　　目

3,612,5213,697,1613,836,1233,898,2805,469,317歳 入 総 額

3,527,8053,505,3523,599,2633,629,3965,250,545歳 出 総 額

84,715191,809236,859268,884218,772実 質 収 支

0000378,401財 調 繰 入 れ

233,368233,368233,368233,368233,368財 調 残 高

200,000200,000300,000300,0001,317,684投 資 的 経 費

の
投
資
的
経
費
の
毎
年
の
額
を

３
億
円
な
い
し
２
億
円
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
前
の
試
算
で
は

平
成　

年
度
で
財
政
運
営
が
困

２３

難
に
な
る
と
の
見
通
し
で
し
た

が
、
今
回
の
試
算
で
は
町
の
貯

金
と
も
言
え
る
財
政
調
整
基
金

２
億
３
千
万
円
余
は
確
保
し
た

ま
ま
５
年
間
は
推
移
し
、
そ
の

後
の
５
年
間
は
こ
の
基
金
の
繰

入
れ
に
よ
り
財
政
運
営
が
で
き

る
見
通
し
で
す
。

　

試
算
に
当
た
っ
て
は
、
地
方

交
付
税
の
大
幅
な
減
少
を
見
込

む
一
方
、
高
齢
社
会
進
展
に
対

応
す
る
扶
助
費
等
経
費
及
び
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
も

考
慮
に
入
れ
、
人
件
費
の
縮
小

等
の
行
財
政
改
革
も
視
野
に
入

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
改
革
は

合
併
・
自
立
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
後
ど
の
市
町
村
に
お
い
て
も

取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で

す
が
、
自
立
に
よ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
目
の
届
く
な

か
で
こ
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

積
極
的
な

行
財
政
改
革

実質収支…歳入から歳出を差し引いた額。△は「赤字」であることを表す。
財調繰入…財政調整基金（町の貯金）から一般会計への繰入。
財調残高…財政調整基金の残高。一般会計への繰入をしてなければ残高は変わらない。
投資的経費…道路や建物など、投資的な性質をもつ経費。

Ｈ 26Ｈ 25Ｈ 24Ｈ 23Ｈ 22Ｈ 21

3,200,6823,242,0403,264,0263,366,2063,436,5103,465,839

3,200,6823,242,0403,264,0263,366,2063,433,4633,462,793

000003,046

22,55323,0334,14262,39891,8230

32,46655,01978,05382,194144,592233,368

200,000200,000200,000200,000200,000200,000

　

上
の
表
は
、
平
成　

年
度
決

１６

算
見
込
み
を
ベ
ー
ス
に
一
定
の

条
件
の
も
と
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
今
後　

２６

１０

年
間
の
町
の
財
政
を
試
算
し
た

も
の
で
す
。

　

平
成　

年　

月
に
各
地
区
の

１５

１２

合
併
懇
談
会
で
説
明
し
た
資
料

と
ほ
ぼ
同
様
な
条
件
を
設
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
道
水
路
の
改

良
舗
装
や
施
設
の
建
築
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
推
進

に
よ
り
、
近
隣
町
村
に
比
べ
高

い
水
準
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
国
見
町
が
県
内
市
町
村
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

本
年
度
末
で
主
に
投
資
的
経
費

に
充
て
て
い
る
借
入
金
の
残
高

が　

億
５
千
万
円
、
下
水
道
事

６１
業
を
合
わ
せ
る
と　

億
７
千
万

８０

円
余
に
上
る
状
況
か
ら
、
今
後

投
資
的
経
費

の
縮
減

町 財 政 の 試 算



－ 4－（広報くにみ2月号）

　

町
内
最
高
齢
の
佐
藤
寅
一
さ
ん
（
宮
町
南
）
は
明
治　

年
に
生
ま

３５

れ
、
１
月　

日
に
満
１
０
３
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

２９

　

誕
生
日
の
こ
の
日
、
佐
藤
町
長
か
ら
「
寅
一
さ
ん
は
町
の
宝
で

す
。」
と
町
条
例
に
基
づ
く
敬
老
祝
い
金
が
、
ま
た
佐
藤
忠
美
議
長

か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
？
と
の
問
い
に
「
秘
訣
な
ん
か
な
い
よ
。
普
通

に
し
て
る
だ
け
。
親
か
ら
与
え
ら
れ
た
寿
命
を
全
う
す
る
だ
け
で

す
。」
と
、
常
に
自
然
体
の
寅
一
さ
ん
。
１
月
に
は
上
京
し
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
へ
遊
び
に
行
っ
て
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
そ
う

で
す
。

　

最
近
耳
が
遠
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
の
、
ど
こ
へ
で
も
自
由
に
出

か
け
て
ゆ
く
、
笑
顔
の
大
変
素
敵
な
１
０
３
歳
の
寅
一
さ
ん
で
す
。



－ 5－（広報くにみ2月号）

明
・
名
寄
帳
）
※

�
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明

書
・
納
税
証
明
書
交
付
申
請

※
�
人
間
ド
ッ
ク
検
診
申
請

�
印
鑑
登
録
証
亡
失
届
・
印
鑑

登
録
廃
止
届
※

�
住
民
票
交
付
申
請
※

�
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
内

容
等
変
更
届
※

�
犬
の
登
録
申
請
※

�
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
変
更
届
※

�
保
育
所
入
所
申
込

�
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
申
請

�
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減
額

認
定
申
請

�
介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
再

交
付
申
請

�
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計

画
作
成
依
頼
（
変
更
）
届
出

�
妊
娠
届

◆
電
子
申
請
・
届
出
の
で
き
る

各
課
の
手
続
（
予
定
）

（
※
…
電
子
証
明
書
が
必
要
な

手
続
）

�
給
与
支
払
報
告（
総
括
表
）※

�
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資

産
税
減
額
申
請

�
公
的
年
金
等
支
払
報
告
（
総

括
表
）
※

�
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
申

請
（
車
検
用
）
※

�
相
続
人
代
表
者
指
定
届
出
※

�
固
定
資
産
に
関
す
る
証
明
書

交
付
申
請
（
固
定
資
産
登
録

証
明
・
固
定
資
産
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
・
事
業
所
所

在
証
明
・
評
価
額
証
明
・
公

課
証
明
）
※

�
軽
自
動
車
税
申
告
（
報
告
）

兼
標
識
交
付
申
請
（
原
動
機

付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
）
※

�
固
定
資
産
に
関
す
る
証
明
書

交
付
申
請
（
固
定
資
産
証

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、「
ふ
く
し
ま
県
市
町
村

共
同
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
本
年
１
月　

日
か
ら

１１

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
に
お
い
て
も
３
月
１
日
か
ら
一
部
の
申
請
等
に
つ

い
て
電
子
申
請
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�
公
共
下
水
道
使
用
開
始
等
届

�
水
道
使
用
異
動
届

�
水
道
栓
開
栓
・
閉
栓
・
廃
止

届

　

今
後
、
電
子
申
請
が
で
き
る

手
続
を
随
時
追
加
し
、
住
民
の

皆
様
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

税　

務　

課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

上
下
水
道
課

�����������	
��
��������

����������	
���
��������

�������

　http://e- madoguchi.jp/
�問い合わせ
　総務課情報防災グループ　　�５８５－２１１３
　E- mail somu@ town.kunimi.fukushima.jp
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平
成　

年
の
法
改
正
に
よ
り
、

１６

国
民
年
金
制
度
の
一
部
が
変
わ

り
ま
す
。
平
成　

年
４
月
か
ら

１７

変
わ
る
主
な
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

�
国
民
年
金
保
険
料
の
引
上
げ

　

月
額
が
１
３
、
３
０
０
円
か

ら
１
３
、
５
８
０
円
に
な
り
ま

す
。

�
保
険
料
の
口
座
振
替
割
引
制

度
の
導
入

①
口
座
振
替
で
前
納
を
す
る

場
合
、
割
引
額
が
増
え
ま

す
。（
１
年
分
前
納
の
場

合
、
現
金
払
い
の
と
き
よ

り
も
５
３
０
円
安
く
な
り

ま
す
。）

②
月
々
の
口
座
振
替
を
当
月

末
引
落
し
（
通
常
は

翌
月
末
引
落
し
）
に

す
る
と
毎
月　

円
割

４０

引
に
な
り
ま
す
。

※
４
月
か
ら
割
引
を
受

け
た
い
場
合
は
３
月

末
ま
で
に
東
北
福
島

社
会
保
険
事
務
所
へ

お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�
若
年
者
に
対
す
る
納
付

猶
予
制
度
の
創
設

　
　

歳
未
満
の
第
１
号
被

３０
保
険
者
で
保
険
料
納
付
が

困
難
な
方
は
、
本
人
及
び

配
偶
者
が
所
得
基
準
を
満

し
て
い
れ
ば
、
申
請
す
る

こ
と
で
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
世
帯
主
の
所
得
は
審
査
対
象

外
で
す
。）

　

申
請
の
受
付
は
、
役
場
住
民

生
活
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
で

行
な
い
ま
す
。

�
保
険
料
免
除
、
学
生
納
付
特

例
申
請
の
遡
及

　

申
請
が
遅
れ
て
も
最
大
で
年

度
当
初
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承

認
さ
れ
ま
す
。

�
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届

出
の
実
施

　

過
去
の
未
届
出
で
保
険
料
納

付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
な
い
期

間
が
あ
る
場
合
、
届
出
を
す
れ

ば
２
年
前
以
前
の
期
間
で
も
保

険
料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
届
出
先
は
、
東
北
福
島

社
会
保
険
事
務
所
と
な
り
ま
す
。

�　

歳
台
前
半
の
在
職
老
齢
年

６０金
の
改
善

　

就
労
し
て
い
る
方
の
老
齢
厚

生
年
金
が
一
律
２
割
支
給
停
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
全
額
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
 

国
民
年
金
制
度
の
一
部
が
 変

わ
り
ま
す
 

４
月
か
ら
 

４
月
か
ら
 

○お得な前納制度
　将来の一定期間の保険料を前納す
ると割引があって、大変お得です。
前納を希望される場合は、東北福島
社会保険事務所にご相談ください。
○便利で確実な口座振替
　一度手続きするだけで毎月金融機
関等に出向く必要がなくなり、納め
忘れもありません。
　手続きは、金融機関・郵便局の窓
口で。

◆問い合わせ
　住民生活課国保年金グループ
　　　　　　　　　�５８５ー２１７９
　東北福島社会保険事務所
　　　　　　　　　�５３５ー０１４１

　医療費は年々増え続け、今年度の医療費も１５年度を上回る伸び

を示しています。

 増 え 続 け る 医 療 費 

※医療費：町が支払った額（被保険者の自己負担額は除く）

※１５年度の増加について：平成１４年の法改正により昭和７年１０月１日以降生まれで７０歳

以上の方は高齢受給者となり、自己負担割合が３割から１割（一定以上所得者は２割）

となったことが主な要因と推測されます。

　医療費が増えれば国保税も増やさざるをえなくなります。
ふだんから定期健診を受け、生活習慣病などの予防に心がけ健
康的な生活を過ごしましょう。

１１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 

6.0 

5.0 

4.0 

3.0 

2.0 

1.0 

0.0

医療費 
医療費 １人当り医療費 

億円 万円 １人当り医療費 
12.0 

11.5 

11.0 

10.5 

10.0

国民年金保険料
きちんと納めましょう
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静
岡
県
細
江
町
、
浜
名
湖
畔

に
あ
る
西
気
賀
小
学
校
の
５
年

生　

名
と
教
職
員
・
保
護
者　

２３

１２

名
が
、
２
月
４
日
か
ら
１
泊
２

日
の
日
程
で
小
坂
小
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
去
年
の
夏
に
は
小

坂
小
５
年
生
が
西
気
賀
小
を
訪

問
し
て
お
り
、
半
年
ぶ
り
の
再

会
で
す
。

　
「
海
の
子
・
山
の
子
交
流
」

と
し
て
互
い
の
自
然
や
文
化
に

親
し
も
う
と
し
て
、
今
か
ら　
１７

年
前
に
は
じ
ま
っ
た
両
校
の
交

流
も
、
児
童
が
行
き
来
す
る
よ

う
に
な
っ
て
９
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

小
坂
小
学
校
で

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
に
よ
り
、
全
校

児
童
で
静
岡
の
友

だ
ち
を
出
迎
え
た

あ
と
、
交
流
会
で

あ
る
「
五
つ
峰
集

会
」
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

自
己
紹
介
の
後
、

地
区
探
検
を
盛
り

込
ん
だ
ゲ
ー
ム

「
と
こ
と
ん
小
坂

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
な
ど
を
両
校

児
童
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

夜
は
土
湯
温
泉

に
両
校
の
５
年
生
が
と
も
に
宿

泊
し
ま
し
た
。

　

５
日
に
は
塩
沢
ス
キ
ー
場
を

訪
れ
、
そ
り
滑
り
や
タ
イ
ヤ
滑

り
、
雪
合
戦
な
ど
を
行
い
、
雪

を
活
用
し
て
の
交
流
を
進
め
ま

し
た
。
雪
で
遊
ぶ
こ
と
が
少
な

い
西
気
賀
小
の
子
ど
も
達
に
と

っ
て
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

両
校
で
は
１
年
生
の
時
か
ら

文
通
な
ど
で
連
絡
し
合
い
、
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
２
日
間

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
再
会

で
し
た
が
、
忘
れ
難
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。
別
れ
の
集
い

で
は
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

も
、
一
層
の
親
交
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　

国
見
町
消
防
団
第
５
分

団
第
３
部
（
大
木
戸
・
山

根
担
当
）
の
屯
所
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

引
渡
し
式
で
は
、
施
工

業
者
よ
り
佐
藤
町
長
へ
、

さ
ら
に
朽
木
勝
之
団
長
、

松
浦
正
明
分
団
長
へ
と
鍵

が
引
き
渡
さ
れ
、
新
し
い

拠
点
の
完
成
と
と
も
に
、

防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
木

戸
・
山
根
そ
れ
ぞ
れ
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
き
た
第

５
分
団
第
３
部
は
拠
点
が

一
つ
と
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
木
戸
・
山
根
地
区

が
一
体
と
な
っ
た
消
防
防

災
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
拠
点
、
完
成

第
５
分
団
第
３
部
屯
所

▲みんなで作ったかまくらの中で「ハイポーズ !!」
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－ 9－（広報くにみ2月号）

�
自
宅
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以

内
で
六
割
強
が
発
生

　

平
成
十
五
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
傷

者
の
う
ち
六
割
強
は
、
自
宅
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所

で
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
徒
歩
が
主
な
移
動

手
段
で
す
。
加
え
て
、
自
宅
の

周
辺
は
長
年
暮
ら
し
て
い
る
地

域
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
た
と

え
交
通
事
情
が
変
わ
っ
て
い
て

も
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、

警
戒
心
も
薄
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
中
に
は
自

動
車
な
ど
の
運
転
免
許
を
持
っ

て
お
ら
ず
、
交
通
標
識
や
ル
ー

ル
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
と
い

う
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通

量
が
増
加
し
て
も
、
慣
れ
て
い

る
地
元
の
道
だ
と
思
っ
て
横
断

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た

り
、
自
分
の
家
の
前
だ
か
ら
と

周
囲
を
確
認
せ
ず
道
路
を
横
断

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
高
齢
者
が
か
か
わ
る

交
通
死
亡
事
故
の
六
割
強
は
、

自
宅
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
事
故
が
起
こ
る
原

因
の
一
つ
に
、
こ
う
し
た
実
際

の
交
通
事
情
と
自
分
の
意
識
に

差
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

�
事
故
の
一
因
は

　

高
齢
者
の
意
識
と
行
動
の
差

　

視
力
や
聴
力
、
運
動
能
力
な

ど
は
、
年
齢
と
と
も
に
衰
え
る

も
の
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
者

の
中
に
は
、
そ
れ
ら
が
若
い
と

き
と
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
こ
れ
ま
で
交
通
事
故
な

ど
に
遭
っ
た
こ
と
の
な
い
人
の

場
合
、「
自
分
は
大
丈
夫
、
事

故
に
遭
う
こ
と
は
な
い
」
と
考

え
て
お
り
、
高
齢
者
は
道
路
で

の
行
動
に
自
信
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
高
齢
者

の
意
識
と
実
際
の
運
動
能
力
な

ど
の
差
か
ら
、
重
大
な
交
通
事

故
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
道
を
横
断
す
る
と

き
、
高
齢
者
側
か
ら
は
車
が
迫

っ
て
い
る
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
自
身
の
歩
く

速
度
が
思
っ
た
よ
り
も
遅
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
お

ら
ず
、
道
路
を
渡
り
き
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

体
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
能
力
も
低
下
し
て
い
る
た

め
、
素
早
く
車
を
よ
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
予
想
外
に
急
に
迫

っ
て
く
る
車
に
対
し
て
驚
き
、

パ
ニ
ッ
ク
で
道
路
に
立
ち
往
生

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
体
を
支
え
る
筋
力
は
低
下
す

る
た
め
、
高
齢
者
の
多
く
は
う

つ
む
き
加
減
で
歩
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
視
野
も
狭
く
な

り
が
ち
で
、
近
づ
い
て
く
る
車

や
自
転
車
な
ど
の
発
見
が
遅
れ

た
り
、
自
分
と
の
距
離
を
正
し

く
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く

は
、
高
齢
者
と
周
囲
の
人
の
双

方
が
、
高
齢
者
の
交
通
行
動
の

特
徴
を
理
解
し
、
互
い
に
気
遣

う
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

�
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
閣
府　

交
通
安
全
対
策　

h
ttp
://w
w
w
8.cao.g

o.jp
/

k
ou
tu
/in
d
ex
.h
tm
l

警
察
庁　

安
全
・
快
適
な
交
通

の
確
保　

h
ttp
://w

w
w
.n
p
a.

g
o.jp
/k
ou
tsu
u
/in
d
ex
.h
tm
l

警
察
庁　

交
通
安
全
マ
ッ
プ　

h
ttp
://w
w
w
.k
otsu

�an
zen

.jp
/

　

近
年
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多

く
は
、
高
齢
者
自
身
の
意
識
と
実
際
の
運
動
能
力
や
認
識
能

力
と
の
違
い
、
ま
た
、
現
在
の
交
通
事
情
へ
の
理
解
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
道
路
を
、
だ
れ
も
が
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
こ
う

し
た
高
齢
者
の
行
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

夕
方
や
夜
の
時
間
帯
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
自
転
車
な
ど
か

ら
見
た
と
き
の
歩
行
者
は
、
昼

間
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ

ど
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
い

つ
も
ど
お
り
、
慣
れ
た
道
を
歩

い
て
い
た
と
き
、
車
や
自
転
車

と
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
す

れ
違
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
の
と
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
は
歩
行
者
が
見
え
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見

え
や
す
い
服
装
を
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
白
は
光
を
反
射
し
や
す

く
、
い
つ
も
の
服
装
の
上
に
、

一
枚
白
い
服
を
は
お
る
こ
と
で

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
格
段
に
見

え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
光
を
反
射
す
る
反
射

材
を
靴
や
帽
子
に
つ
け
た
り
、

鞄
な
ど
に
反
射
材
を
使
っ
た
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
取
り
付
け

た
り
す
る
こ
と
も
効
果
的
。
特

に
、
高
齢
の
方
の
多
く
は
、
黒

や
茶
、
灰
色
と
い
っ
た
地
味
な

色
の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
双

方
が
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
服
装
に
心
が
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
見
え
る
歩
行
者
」と
は
？
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　１月２２日、「ＮＨＫ東北民謡コンクール福島県
大会」が観月台文化センターを会場に行われまし
た。国見町での開催は平成９年度から今年で８回
目を数えます。
　午前中からの予選を勝ち抜いた１０名によって、
県代表の座を争いました。会場には町内外から民
謡ファンが詰めかけ、出場者の自慢の喉に聞き入
りました。

�������

　１月２６日の文化財防火デーを前に２３日、国見町
消防団では放水訓練を行いました。
　国見町は歴史の町。文化財も数多く点在します。
各分団では中継送水訓練を行いながら、文化財防
火の誓いを新たにしました。

��������	
��

　１月２４日、聖光学院高ラグビー
部員１６名の皆さんが、藤田駅前駐
輪場をきれいにし、自転車の盗難
を減らそうと、自主的に清掃活動
を行って下さいました。
　スポーツマンらしい爽やかな行
動に拍手を贈るとともに、その善
意に感謝いたします。

��������	

　歌手でエッセイスト、大学教授でもあるアグネス・
チャンの講演会が開催されました。
　「みんな地球に生きるひと」と題した講演では、日
本ユニセフ協会大使として中東などを訪問した際の
子供たちとのふれあいなどの体験を交えた内容に、
満員となった聴講者が聞き入りました。

��������	
�
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保健だより 保健だより 
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp

＊＊＊　　乳　児　健　診　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後２時４月２１日（木）
・３か月児（平成１６年１２月生まれ）
・９か月児（平成１６年６月生まれ）

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　育　児　教　室　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後１時４５分４月７日（木）平成１６年９月～１０月生まれの乳児

【実施内容】身体・体重測定、赤ちゃんとお母さんのあそび方教室、離乳食試食など
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
結
核

１７

予
防
法
の
改
正
に
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
を
公
費
で
受
け
ら
れ

る
期
間
が
４
歳
未
満
か
ら
生
後

６
カ
月
未
満
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
接
種
対
象
で
未
接

種
の
お
子
さ
ん
は
早
め
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
保
健
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー

プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
４
月
か
ら
の
入

園
・
入
学
に
備
え
、
お
子
さ
ん

の
予
防
接
種
の
接
種
も
れ
を
見

直
す
よ
い
時
期
で
す
。
是
非
、

こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

「
こ
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　町では、町民の皆様が、心豊かで健康な生活を過ごせるよう健康づくりの一環として、
毎年基本健康診査をはじめ、各種がん検診等を実施しております。 
　平成１７年度に向けまして、町で実施する各種検診において、受診希望の有無を把
握したいと存じますので、全世帯の方に健康管理世帯調査台帳への記入をお願いい
たします。なお、記入の説明及び記入用紙につきましては、地区の健康推進員を通じ
て配布いたします。回収につきましては、健康推進員の指定した回収期日までに、希
望受診の有無を記入のうえ提出いただきますようお願いいたします。 

【受　付　時　間】【場　　　所】

午前９時～午前１０時伊達みらい　農業協同組合　森江野支店前

午前１０時３０分～午後１１時３０分伊達みらい　農業協同組合　大枝支店前

午後１時～午後５時公 立 藤 田 総 合 病 院 玄 関 前

（献血される方は一般外来駐車場をご利用ください）

※成分献血は、検査を含め約１時間かかり
ます。ご協力くださる方は、あらかじめ
ご連絡ください。

３月１８日（金）は国見町の献血の日です。 



－ 12－（広報くにみ2月号）

西
根
堰
土
地
改
良
区
よ
り

農
地
異
動
届
を

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良

区
費
の
水
利
費
賦
課
は
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
農
地

面
積
を
基
準
に
算
出
さ
れ

ま
す
。
平
成　

年
度
の
水

１６

利
費
賦
課
の
基
準
と
な
る

農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出

を
し
て
下
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

…
▽
農
地
の
売
買
な
ど
に

よ
り
所
有
権
が
変
わ
っ
た

と
き
▽
地
区
除
外
を
す
る

と
き
▽
経
営
移
譲
や
死
亡

な
ど
で
名
義
変
更
を
し
た

と
き
▽
農
地
の
貸
借
が
あ

っ
た
と
き
（
水
利
費
の
支

払
義
務
者
を
確
認
し
て
下

さ
い
）
▼
届
け
出
期
間
…

３
月　

日
ま
で

１９

◆
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

�
５
８
２
│
２
３
１
９

覚
え
て
く
だ
さ
い

「
災
害
時
の
声
の
伝
言
板
」

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支

店
で
は
、
大
き
な
災
害
等

が
発
生
し
た
際
に
被
災
地

域
内
や
そ
の
他
の
地
域
の

方
と
の
「
声
の
伝
言
板
」

で
す
。
よ
り
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
体
験
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
毎
月
１
日

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」
を
運
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
際
に
災
害
が

発
生
し
、
運
用
す
る
際
に

は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
て「
忘

れ
て
１
７
１（
イ
ナ
イ
）？

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
と

覚
え
て
下
さ
い
。

▼
ご
利
用
体
験
期
間
…
毎

月
１
日
▼
ご
利
用
方
法
…

「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
聞
こ
え
て
く
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て
操
作
し
て

下
さ
い
。
▼
ご
利
用
料
金

…
発
信
地
域
か
ら
伝
言
登

録
電
話
番
号
の
地
域
ま
で

の
通
話
料
金
（
通
常
お
か

け
に
な
る
時
と
同
様
）
が

か
か
り
ま
す
。
▼
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
…h

ttp
://w

w
w
.n
tt

�east.co.jp
/v
oicem

l/

◆
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
島
支
店

�
５
３
１
│
７
３
６
２

引
越
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー

ク
と
な
る
３
月
・
４
月
の

２
か
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
団
体
で
あ
る
福
島

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

「
引
越
相
談
所
」
を
開
設

し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引

越
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ

ク
を
利
用
し
て
の
引
越
や
、

引
越
に
伴
う
種
々
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
下
さ
い
。

▼
受
付
時
間
…
９
時
〜　
１６

時
（
土
日
祝
日
を
除
く
月

〜
金
曜
日
）

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

�
５
５
８
│
７
７
５
５

�
５
５
８
│
７
７
３
１

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て

　

昨
年　

月
１
日
よ
り

１０

「
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
経
過
措
置

と
し
て　

�
バ
イ
ク
に
限

５０

り
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
収
集

し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
本

年
４
月
１
日
か
ら
は
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
、
所
定
の

引
取
窓
口
で
適
正
に
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
二
輪
車
リ

サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
�　

│
３
５
９
８
│

０３

８
０
７
５
）

ま
た
はh

ttp
://w

w
w
.jar

c.or.jp
/m
otorcy

cle/ 　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー

プ�
５
８
５
│
２
１
１
６

新潟中越地震義援金
ご協力ありがとうございました

������������������������������������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																	

































　ご協力いただいた義援金は、赤十字国見町

分区より、赤十字福島県支部を通じて新潟県

支部に送金され、被災された方々の復興支援

として使用されます。

＊国見町分区に寄せられた内訳
145,000円個人寄付総額（５名）
17,000円各種団体寄付総額（２団体）
91,764円募　　金　　箱
60,000円民生児童委員協議会様
200,000円国見町役場職員クラブ様



－ 13－（広報くにみ2月号）

人口と世帯 

３月の心配ごと相談 

男　5,191人（－24） 
女　5,604人（－22） 

５日�　菅野善一郎さん　　
　　　　松浦ひろ子さん 

15日�　八巻　忠一さん　　
　　　　野村　トモさん 

25日�　八巻　忠一さん　　
　　　　野村　トモさん 

�場所　役場（２階）相談室 
�時間　午前９時～正午 

平成17年１月１日現在 

人口 10,795人（－46） 

出生 ３人　死亡 18人 
転入 ５人　転出 36人 

世帯   3,226世帯 

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

�
�
�
�

町内会名
（午後１時～４時まで）

町内会名
（午前９時～１１時３０分）

受付月日

太　田　川小　　　坂２月１０日（木）
泉田中・泉田下前田・泉田上　　１４日（月）
板　　　橋鳥　　　取　　１５日（火）
内　谷　東内　谷　西　　１６日（水）
貝　田（南）貝　田（北）　　１７日（木）
高　　　城大　木　戸　　１８日（金）
光　明　寺山　　　根　　２１日（月）

源宗山西・東・北・大坂鶉町・上野・滝山　　２２日（火）
山崎宮舘・宮前

山崎耕谷・山崎沢田
山崎北・小林
山崎舘・山崎小舘

　　２３日（水）

石母田表・石母田北石母田東　　２４日（木）
指　定　な　し　　２５日（金）

石母田西石母田原　　２８日（月）
大町南・大町北駅前・錦町・本町３月１日（火）

宮東・町東
宮町南・宮町北・
藤田光陽・藤田宮前

　　２日（水）

中　　　部原　　　町　　３日（木）
築　　　舘並　　　柳　　４日（金）

北部・川内　　７日（月）
森江野第２森江野第１　　８日（火）
森江野第４森江野第３　　９日（水）
森江野第７徳　江　北　　１０日（木）
森江野第９森江野第８　　１１日（金）
森江野第１２森江野第１０・１１　　１４日（月）

指　定　な　し　　１５日（火）

申 告 相 談 日 程

※会場は役場第１会議室（２階）です。
※税務署（会場：コラッセふくしま）で申告される方や税務署から案
内を受けている方は国見町で申告相談する必要はありません。
※混雑を避けるため、指定期日に申告相談されるようご協力をお願い
いたします。

お
忘
れ
な
く

税
務
申
告
相
談

　

町
で
は
、
２
月　

日
か

１０

ら
３
月　

日
ま
で
の
日
程

１５

で
、
町
県
民
税
・
所
得
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
昨
年
１

月
か
ら　

月
ま
で
の
所
得

１２

を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
平
成　

年
度
の
町

１７

県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
課
税
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。
正
当
な
理
由

な
く
申
告
し
な
か
っ
た
場

合
、
条
例
等
に
よ
り
過
料

が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
下
さ

い
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
「
申
告
相
談
の
お

知
ら
せ
」
ま
た
は
広
報
く

に
み
１
月
号
を
ご
覧
下
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

�
５
８
５
│
２
７
７
８

自
動
車
の
登
録

（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）は

お
済
み
で
す
か
？

　

自
動
車
税
及
び
軽
自
動

車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
（
軽
）
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
「
持
っ
て
い
な
い

車
の
納
税
通
知
が
来
た
」

「
納
税
通
知
書
が
来
な
い
」

等
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
が
間
違
い
な

く
届
く
よ
う
に
、
自
動
車

を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た

り
、
譲
り
受
け
た
り
す
る

と
き
や
、
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
お
早
め
に
登

録
の
手
続
を
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
県

北
地
方
振
興
局
県
税
部
へ

�
５
２
１
│
７
６
３
２

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課
収
納
グ
ル
ー

プ
へ

�
５
８
５
│
２
７
８
０

　
　

お 
子 
さ 
ん　
　
　
　
　
　
  
保　
　

護　
　

者

（１月末日までに、当町窓口で受付した方で、
住所を有する方を掲載しました。）

齋
藤　
 
翔 
栄

   

ち
ゃ
ん　

鉄
也
さ
ん　

香　

澄
さ
ん

（
藤
田
光
陽
）

し
ょ
う 
え
い

古
山
あ
か
り
ち
ゃ
ん　

和
也
さ
ん　
　

恵　
さ
ん

（
貝　

田
）

秋
場　
 
祐 
人

   

ち
ゃ
ん　

克
彦
さ
ん　

千　

恵
さ
ん

（
宮
町
北
）

ゆ
う 
と

藤
山　
 
兼 
杜

   

ち
ゃ
ん　

浩
之
さ
ん　

江
美
子
さ
ん

（
貝　

田
）

け
ん 
と

古
山　
 
佳 
蓉

   

ち
ゃ
ん　

壽
男
さ
ん　

于
麗
萍
さ
ん

（
山
崎
北
）

か 

よ

内
村　
 
莉 
瑠

   

ち
ゃ
ん　

忠　
さ
ん　

美
穂
子
さ
ん

（
町　

東
）

り 

る

古
川
た
み
江
さ
ん　
（
鶉
町
）

８１

富
樫　

行
雄
さ

ん　
（
本
町
）

７７

　

橋　
　

藏
さ

ん　
（
鳥
取
）

８８

木
村　

貞
雄
さ

ん　
（
滝
山
）

７２

　

戸　

新
藏
さ

ん　
（
太
田
川

）

７７

　

橋
と
し
ゑ
さ

ん　
（
貝
田
）

７０

安
達　

要
造
さ
ん　
（
大
町
南

）

８０

佐
野　

市
郎
さ
ん　
（
第
８
）

８６

鴨
田　

チ
ヨ
さ

ん　
（
内
谷
西

）

７７

鴨
田　
　

勇
さ

ん　
（
内
谷
東

）

５１

齋
藤　

セ
イ
さ

ん　
（
石
母
田
西

）

８０

後
藤
カ
ツ
ノ
さ

ん　
（
高
城
）

８７

�
橋　

鐵
男
さ

ん　
（
宮
町
南

）

７０



－ 14－（広報くにみ2月号）

国見町教育委員会生涯学習課 
（観月台文化センター） 

�（585）2676　FAX（585）2707 
shogai@town.kunimi.fukushima.jp
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《２月》……………………………

１５日（火） 子ども移動図書館（大枝小）

１６日（水） くにみ女性教室（講話、閉講式）

　　　　　子ども移動図書館（大木戸小）

１７日（木） 子ども移動図書館（藤田１年）

１８日（金） 成人学級（閉講式、懇親会）

２２日（火） 子ども移動図書館（藤田３年）

２４日（木） 阿津賀志学級（閉講式等準備会）

２５日（金） 阿津賀志学級
　　　　　（閉講式、交通安全大学終了式）

２６日（土） 少年仲間づくり教室
　　　　　（閉講式、料理教室）

《３月》……………………………

２日（水） 子ども移動図書館（大木戸小）

３日（木） 子ども移動図書館（森江野小）

４日（金） 子ども移動図書館（藤田２年）

７日（月） 休館日

８日（火） 子ども移動図書館（大枝小）

９日（水） 子ども移動図書館（藤田１年）

１０日（木） 子ども移動図書館（藤田３年）

１５日（火） 子ども移動図書館（小坂小）

１６日（水） くにみ女性教室（運営委員会）

１７日（木）　阿津賀志学級（年度末学級委員会）

行事のお知らせ行事のお知らせ

　

一
月
二
十
八
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
百
二
十

有
余
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
長
よ
り
挨
拶
、

町
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、

次
い
で
安
藤
政
治
学
級
委
員
長

か
ら
卒
寿
一
名
、
米
寿
三
名
、

喜
寿
十
名
、
古
希
七
名
に
賀
詞

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
島
神
社
の
宮
司
様
よ

り
厳
か
に
神
事
が
行
わ
れ
、
健

康
で
幸
多
か
れ
と
ご
祈
祷
を
受

け
ま
し
た
。
最
後
に
寿
受
賞
者

を
代
表
し
て
本
田
幸
吉
さ
ん
か

ら
心
の
こ
も
っ
た
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
式
典
は
、
つ
つ
が
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
こ
の
お
祝
い
ご
と

を
一
層
盛
り
上
げ
よ
う
と
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
余
興
）
が
開
か

れ
、
学
級
生
・
受
賞
者
の
方
が

次
々
と
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き

た
腕
前
を
披
露
し
合
い
、
身
振

り
手
振
り
声
ぶ
り
も
よ
ろ
し
く

踊
り
・
歌
・
三
味
線
・
尺
八
等

を
演
じ
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

賑
や
か
な
皆
さ
ん
の
会
話
は
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
の
表
れ

で
あ
り
、
今
ま
で
の
お
互
い
の

頑
張
り
に
対
す
る
激
励
と
こ
れ

か
ら
の
抱
負
、
そ
し
て
生
涯
学

習
と
し
て
学
級
活
動
の
意
義
の

確
認
が
で
き
、
た
い
へ
ん
有
意

義
な
様
子
で
し
た
。

寿
受
賞
二
十
一
名
（
敬
称
略
）

《
卒
寿
》
樋
口
清
三

《
米
寿
》
熊
坂
修
一
、
後
藤
ト

ミ
、
伊
藤
ト
シ

《
喜
寿
》
佐
野
和
雄
、
羽
根
田

ト
キ
、
小
西
絹
子
、
秦
ミ
エ
、

本
田
幸
吉
、
後
藤
イ
ネ
子
、

松
浦
ミ
ヨ
、
大
波
キ
ン
、
菊

地
ト
シ
子
、
谷
津
イ
ネ
子
、

《
古
希
》
大
勝
タ
カ
子
、
石
川

キ
ン
、
鈴
木
ヤ
ヨ
イ
、
藍
原

次
、
滝
川
ヒ
ロ
、
三
の
輪
久

美
、
阿
部
イ
チ

�
�
�
�
�
�

「
寿
祝
新
年
会
」

寄　贈　者冊数図　書　名

佐藤　正利様（山　崎）３３巻原 色 日 本 美 術

佐藤　与一様（桑折町）３０巻ブリタニカ大百科事典

阿部　頴二様（山　崎）

１０巻考 古 学 講 座

３６巻定 本 柳 田 国 男 集

１２巻日 本 民 俗 誌 大 系

１２巻日 本 民 俗 文 化 大 系

１２巻中 国 古 典 文 学 大 系

４巻集 英 社 版 大 歳 時 記

内池　育男様（山　崎）５５冊歴 春 ふ く し ま 文 庫
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《
一
般
書
》

シ
ル
ミ
ド 
…
…
…
…
…
…
… 
白
東　
　

虎

美
智
子
様
愛
と
感
動
の
百
人
一
首

　
　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
渡
辺
み
ど
り

ほ
っ
と
す
る
禅
語 
…
…
…
… 
渡
會　

正
純

会
津
小
鉄
と
新
撰
組 
…
…
… 
原
田　

弘
著

う
ん
ち
く
王
に
な
ろ
う

　
　
 
…
…
…
…
…
… 

日
本
雑
学
研
究
所

い
ま
会
い
に
ゆ
き
ま
す 
…
… 
市
川　

拓
司

知
っ
て
良
か
っ
た
ア
ダ
ル
ト
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

　
　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
星
野　

仁
彦

イ
ラ
ク
戦
争
・
日
本
の
運
命
・

　
　
　

小
泉
の
運
命 
…
…
… 
立
花　
　

隆

輪
違
屋
糸
里　
上
・
下
立
花
浅
田　

次
郎

天
使
と
悪
魔　
上
・
下 
… 
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

図
書
館
の
神
様 
…
…
…
…
… 
瀬
尾
ま
い
こ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ　

新
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
言
葉

　
　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
今
井　
　

彰

《
児
童
書
》

へ
び
の
せ
ん
せ
い
と

　

さ
る
の
か
ん
ご
ふ
さ
ん 
… 
穂
高　

順
也

天
才
ピ
カ
ソ
の
ひ
み
つ 
…
… 
古
山　

浩
一

騎
士
見
習
い
ト
ム
の
冒
険
１

　
　
　
 
…
…
…
… 
テ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

子
ど
も
版
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

　
　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
齋
藤　

孝

夜
明
け
の
風

　
　

…
…
…
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
ク
リ
フ

ヘ
チ
と
か
い
ぶ
つ 
…
…
…
… 
チ
ョ
ン
ハ
ソ
プ

精
霊
の
木 
…
…
…
…
…
…
… 
上
橋
菜
穂
子

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
さ
か
な
ど
ろ
ぼ
う

　
　
 
…
…
…
…
…
…
… 
ジ
ョ
ン
・
キ
ラ
カ

め
ん
ど
り
ヒ
ル
ダ
の
こ
わ
い
よ
る

　
　
 
…
…
…
…
… 
メ
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
メ
ル

ア
グ
リ
ガ
ー
ル

　
　
 
…
… 
ジ
ョ
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
・
オ
ー
ツ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

問い合わせ●●●　生涯学習課 �（585）2676　 

福島テレビ 
アナウンサーによる 

朗読ステージ 
プチ〔amoureuse〕in国見 

と　き：平成１７年３月１３日（日） 
開　演：午後３時　開　場：午後２時３０分 
入場料：入場無料※ ただし、入場整理券が必要となります。 

と　き：平成１７年２月２７日（日） 

開　演：午後６時 

開　場：午後５時３０分 

入場料：全席指定３，０００円（税込） 

世良公則コンサート世良公則コンサート 世良公則コンサート 
～O－kiraku live 2005　　 

in kunimi～ 

■入場整理券配布場所…国見町観月台文化センター 
　　　　　　　　　　　（お一人様2枚まで） 

　

一
月
二
十
九
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
指
導
室
に

お
い
て
、
講
師
に
森
江
野
小
学

校
の
佐
藤
裕
昭
先
生
を
迎
え
、

「
電
気
で
遊
ぼ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
楽
し
く
学
ぶ
理
科
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

教
室
生
十
九
名
は
、
六
班
に

分
か
れ
、
ま
ず
は
、「
人
工
か

み
な
り
」
の
実
験
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
雲

と
家
の
形
に
切
り
取
っ
て
、
紙

に
貼
り
付
け
、
そ
こ
に
電
子
ラ

イ
タ
ー
の
発
火
部
分
を
細
工
し

た
装
置
を
あ
て
て
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
、
パ
チ
ッ
と
放
電
し

ま
す
。
ア
ル
ミ
の
雲
と
家
の
間

に
わ
ず
か
な
光
が
走
り
、
小
さ

な
か
み
な
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
は
、「
電
気
パ
ン
焼
き
」

で
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
の
型
に
金

属
板
の
電
極
を
つ
け
、
そ
の
中

に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を

流
し
込
み
ま
す
。
電
気
コ
ー
ド

を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
込
む
と
、

牛
乳
パ
ッ
ク
は
す
ぐ
に
温
め
ら

れ
て
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
ふ
く
ら

ん
で
き
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と

に
出
来
上
が
る
と
自
動
で
電
気

は
切
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
固

ま
ら
な
い
班
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
は
、
お
い
し
く
�
パ
ン
�

を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
実
験
し
て
み
て
本
当
の

電
気
の
力
、
不
思
議
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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二
月
六
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
町
内
の
囲

碁
・
将
棋
を
愛
好
す
る
人
た
ち

が
集
り
、
毎
年
恒
例
の
囲
碁
・

将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
三
十
六
名
の
な
か
小

中
学
生
六
名
の
参
加
が
あ
り
、

将
棋
の
部
に
新
た
に
Ｃ
ク
ラ
ス

を
設
け
ま
し
た
。
盤
上
で
の
対

局
は
、
腕
前
と
技
を
披
露
し
合

い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
長
杯
は
、
囲
碁
の
部
鈴
木

俊
彦
さ
ん
。
将
棋
の
部
桐
沢
征

司
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

将棋の部囲碁の部

ＡクラスＢクラスＣクラスＡクラスＢクラス

優　勝桐沢　征司玉木　實彦八巻　　翔
（小６）鈴木　俊彦菊地　安司

準優勝大野　重好奥村源四郎鈴木　　笙
（小４）村上　健一佐藤　則雄

１　位高橋　利光古山　吉明伊東　永人
（中１）五十嵐　正長谷川文男

２　位蓬田　　寛吉田　倉治渡辺　　翔
（小６）生亀　哲男城田　斯長

３　位松原　利彦阿部　憲二伊東　永児
（小１）八島　英雄高野　恭寿

特別賞大津　聡史
（小５）

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

「「「「「「「「「「「「「「「「
おおおおおおおおおおおおおおおお
もももももももももももももももも
しししししししししししししししし
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
理理理理理理理理理理理理理理理理
科科科科科科科科科科科科科科科科
実実実実実実実実実実実実実実実実
験験験験験験験験験験験験験験験験
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
お
も
し
ろ
理
科
実
験
」
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分譲　　　　は分譲済み 

●契約時に1割、残りは3年以内の分割納入
が可能に！ 

●借り入れによる一括支払の場合は3年間の
利子補給制度新設 
　（1千万円を限度に、2％について3年間利子補給） 

POINT 上・下水道完備 

POINT お求めやすい坪10.2万円から 

POINT 74坪～139坪のゆとりの立地 

POINT 段差のない車道と歩道 

恵まれた立地条件 国見IC藤田駅 まで数分 

POINT 憩いの緑地公園4カ所 

POINT

国見町企画財政課 
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

　
現
在
５３
区
画
が
あ
り
、
先
着
順
に

要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建
築

期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定
さ

れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。 

　
平
成
１１
年
度
に
１
６
２
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売
を

進
め
、
既
に
１
０
９
区
画
を
分
譲
、
残
り
５３
区
画
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し

い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
既
に
８４
世
帯
２
６
０
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住
さ
れ
、
半

数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進
し
て
お
り

ま
す
。「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ
た
も
の

だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入
居
さ
れ
て

い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

編
集 

発
行 

国
　
見
　
町 

〒
9
6
9
―
1
7
9
2 

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字 

藤
田
字
一
丁
田
二 

2
の
1
 

T
E
L
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
1
1
 

F
A
X
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
8
1
 

E-m
ail som

u@
tow
n.kunim

i.fukushim
a.jp 

U
RL w

w
w
.tow

n.kunim
i.fukushim

a.jp/

こ
の
印
刷
物
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
及
び
 

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
す
。
 

森
江
野
小
学
校
５
年

四
季
の
俳
句

あ
た
た
か
い　
春
風
そ
よ
ぎ　
つ
く
し
ゆ
れ

（
渡
邉　
晴
菜
）

桜
花　
散
れ
ば
散
る
ほ
ど　
ピ
ン
ク
色

（
宍
戸　
美
穂
）

畑
に
は　
赤
い
て
ん
て
ん　
苺
か
な

（
吉
田　
里
奈
）

風
鈴
に　
涼
し
さ
求
む　
夏
の
夜

（
佐
藤　
大
樹
）

夏
の
夜　
強
さ
き
わ
め
る　
兜
虫

（
佐
久
間
直
幸
）

タ
ン
タ
タ
ン
と　
た
い
こ
が
鳴
り
だ
す　
祭
り
の
日　

（
宍
戸　
大
聖
）

日
が
く
れ
て　
と
お
く
に
見
え
る
は　
焚
き
火
か
な

（
石
川　
明
徳
）

ク
リ
ス
マ
ス　
待
ち
に
待
っ
た　
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
齋
藤　　
奨
）

白
う
さ
ぎ　
雪
の
上
で
は　
か
く
れ
ん
ぼ（

寺
島　
明
宏
）

雪
だ
る
ま　
太
陽
照
ら
し　
と
け
は
じ
め（

樋
口　　
竣
）


